
●　いわき市　経済・景気動向調査（トレイル）概要

１　本市の経済・景気の動き（経済・景気調査）

 （先行：景気に先行して動く / 一致：景気にほぼ一致して動く / 遅行：景気に遅れて動く）

自動車登録 自動車登録 自動車登録 自動車登録 自動車登録

新設住宅 新設住宅 新設住宅 新設住宅 新設住宅

大型店舗販売 大型店舗販売 大型店舗販売 大型店舗販売 大型店舗販売

観光需要 観光需要 観光需要 観光需要 観光需要

公共工事 公共工事 公共工事 公共工事 公共工事

一致 輸入通関実績 輸入通関実績 輸入通関実績 輸入通関実績 輸入通関実績

卸売市場取扱 卸売市場取扱 卸売市場取扱 卸売市場取扱 卸売市場取扱

法人市民税 法人市民税 法人市民税 法人市民税 法人市民税

先行 新規求人倍率 新規求人倍率 新規求人倍率 新規求人倍率 新規求人倍率

一致 有効求人倍率 有効求人倍率 有効求人倍率 有効求人倍率 有効求人倍率

２　本市の景気の現状と先行き（景気ウォッチャー調査）

 （DIは、50を上回れば拡大局面、50を下回れば後退局面）

(43.3) (46.9) (46.1) (53.1) (54.6)

(47.2) (44.1) (51.8) (56.9) (51.8)先行判断ＤＩ

現状判断ＤＩ

調査
期間

2023年5月

R4.10月-12月

2022第4期

回復基調が一段と
固まりつつあるが、
先行き不安が残る

R5.1月-3月

2023第１期

回復基調が進展
先行不安は物価上昇と

人材不足

　＜2023年５月時点景気ウォッチャー調査（8/9～8/17実施）＞
　◎現状DIは54.6、先行DIは51.8
　◎物価高、人手不足に加え、ALPS処理水海洋放出による影響を懸念する意見があった。

遅行

企
業
動
向
面

雇
用
面

2022年8月

一致

ほとんどの分野で改善
傾向も完全回復には

至らず

R4.7月-9月

2022第3期

R5.4月-6月

2023第2期

回復基調が拡大
物価高、人手不足で

停滞気味

2023年2月2022年11月 2023年8月

　＜2023年第２四半期（４～６月）の動き＞
　◎2023年第１四半期（１～３月）から、回復基調が更に
　　拡大している。
　◎しかし、原料高や人手不足、ALPS処理水など、懸念材料は
　　依然として残っている。

　＜参考：全国の動き＞
　◎４か月連続で“緩やかな回復”！

R4.4月-6月

2022第2期

第７波による経済不振
が浮き彫りに

先行

需
要
面

調査
期間

期別

全
体

天気図の見方

晴れ ・・・ 前年同期比で上昇

くもり ・・・ 前年同期比で減少

天気図の見方

晴れ ・・・ DIが50以上

くもり ・・・ DIが50未満
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